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Abstract

“Metal” is translated as “kinzoku” in Japanese. It is generally known that “kinzoku” was 
invented during the Edo period through studies partaken by Western science, but by whom or 
how it was invented is not known.

The author insists that it was coined by Utagawa Youan who created it to correspond 
“kinrui” which represents the idea of the chemical element in the west.

【要旨】�メタル（metal）という語が日本に初めて紹介されたのは江戸時代のことであった。当初、「礦」
また「金類」と訳されたが、「礦」は鉱山から掘りだされたままの粗

あらがね

金を意味し、「金類」は
金属とその製品をも意味する語であり、適当な訳語とは言えないものである。今日用いられ
ている「金属」という訳語は、宇田川榕菴によって元素の概念を踏まえて考え出されたもの
と思われる。

【キイワード】�金属　金類　宇田川榕菴『遠西医方名物考補遺』『格物入門』
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1
「
金
ニ
非
ズ
、
石
ニ
非
ズ
、
玉
ニ
非
ズ
、
土
ニ
非
ズ
」

メ
タ
ル
と
い
う
語
が
日
本
に
初
め
て
現
わ
れ
る
の
は
宇
田
川
玄
随
（
槐
園

1755-1797

）
の
『
遠
西
名
物
考
』
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
書
は
同
氏
の
『
西

説
内
科
撰
要
』（
寛
政
四
年
〔1793

〕
成
）
所
載
の
薬
物
の
解
説
書
で
あ
り
、
そ

の
書
と
同
じ
頃
の
成
立
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
『
遠
西
名
物
考
』
巻
一
の
「
安ア
ン

質チ

没モ

忸ニ
ウ

謨ム

若ヂ
ヤ

波ボ

レ

チ
烈
蟄
屈キ
ユ

謨ム

」
の
説
明
の
中
に
、「
メ
タ
ー
ル
」（m

etaal

オ
ラ
ン
ダ
語
）

が
次
の
よ
う
に
現
わ
れ
る注
①

。

元
来
、
コ
ノ
安
質
没
忸
謨
ハ
蘭
名
「
ス
ピ
ー
ス
ガ
ラ
ス
」
ト
云
山
物
ニ
テ
、

若
波
烈
蟄
屈
謨
ハ
其
ヲ
製
シ
タ
ル
剤
ノ
名
ナ
リ
。
発
汗
「
ス
ピ
ス
ガ
ラ
ス
」

ト
云
コ
ト
ナ
リ
。

　

医
学
宝
函
ニ
云
ク
、
安
質
没
忸
謨
ハ「
ス
ピ
ー
ズ
ガ
ラ
ス
」ナ
リ
。
又「
ス

ピ
ツ
ガ
ラ
ス
」
ト
モ
云
。
薬
舗
ニ
於
テ
得
ル
所
ノ
如
ク
堅
重
ニ
シ
テ
破
砕
ス

ベ
キ
「
メ
タ
ー
ル
」
ナ
リ
。
其
色
黒
シ
テ
鉛
ノ
如
ク
長
キ
条
理
ア
リ
。
其
上

好
ノ
者
ハ
必
ズ
赤
ヲ
帯
タ
ル
点
文
ア
リ
。
大
抵
コ
レ
ヲ
呼
テ
「
ア
ン
チ
モ
ニ

ユ
ウ
ム
・
コ
リ
ュ
ヂ
ュ
ム
」
ト
云
。
即
チ
生
「
ス
ピ
ー
ス
ガ
ラ
ス
」
ト
云
ノ

義
ナ
リ
。
然
ド
モ
実
ハ
真
ノ
生
ナ
ル
物
ニ
非
ズ
。
何
ト
ナ
レ
バ
山
坑
中
ヨ
リ

斯
ノ
如
ニ
シ
テ
直
ニ
出
ル
ニ
非
ズ
。
山
ニ
採
リ
テ
之
ヲ
鋳
烊
シ
テ
塊
ヲ
成
シ
、

然
シ
テ
後
、
吾
土
ニ
持
チ
来
ル
者
ナ
レ
バ
ナ
リ
。
真
ノ
生
ナ
ル
者
ハ
之
ヲ

「
ミ
ネ
ラ
・
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
」
ト
云
。
其
吾
土
ニ
来
ル
者
ハ
多
ク
ハ
払ふ
ら
ん
す

郎
察
国名

及
独ド

イ

ツ
逸
都
蘭ラ
ン
ド土
国名 

ヨ
リ
出
ヅ
。
何
ト
ナ
レ
バ
翁
加
里
亜
ノ
産
最
モ
好
ト
イ
ヘ

ド
モ
多
ク
得
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
レ
バ
ナ
リ
。

　

其
真
ノ
生
ナ
ル
者
所
謂
「
ミ
ネ
ラ
・
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
」
ハ
其
形
状
一
ナ
ラ

ズ
、
大
抵
其
質
黒
ク
シ
テ
光
沢
ナ
ル
「
メ
タ
ー
ル
」
石
ニ
ア
リ
。
或
ハ
一
ノ

岩
ノ
如
キ
石
ニ
生
シ
、
或
ハ
自
余
ノ
石
ニ
生
ズ
。
共
ニ
或
ハ
透
明
ノ
条
理
及

ビ
「
メ
タ
ー
ル
」
状
ヲ
為
セ
ル
光
芒
色
彩
ノ
上
ニ
現
ル
ヽ
コ
ト
ア
リ
。

右
の
引
用
文
中
に
三
箇
所
に
「
メ
タ
ー
ル
」
の
語
が
現
わ
れ
る
が
、
最
初
の
用

例
に
、

山
物
ノ
一
種
ニ
シ
テ
即
チ
金
ニ
非
ズ
、
石
ニ
非
ズ
、
玉
ニ
非
ズ
、
土
ニ
非
ズ
。

別
ニ
是
レ
「
メ
タ
ー
ル
」
ト
云
一
類
ア
ル
ナ
リ
。
詳
ニ
訳
述
ア
リ
。
別
ニ
見
あ
ら
は

ス
。

と
い
う
原
注
が
あ
る
。「
詳
ニ
訳
述
ア
リ
」
と
あ
る
が
、
そ
の
「
訳
述
」
は
現
存

し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

玄
随
が「
金
ニ
非
ズ
、
石
ニ
非
ズ
、
玉
ニ
非
ズ
、
土
ニ
非
ズ
」と
い
う
の
は
、「
メ

タ
ー
ル
」
は
「
山
物
」（
鉱
物
の
古
い
名
称
）
の
一
種
で
は
あ
る
が
、「
金
」「
石
」

「
玉
」「
土
」
と
い
う
中
国
本
草
学
に
お
け
る
分
類
で
は
対
応
で
き
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』（
明
・
万
暦

二
十
四
年〔1596

〕刊
）は
、
地
上
に
存
在
す
る
も
の
を
、
水
部
・
火
部
・
土
部
・

金
石
部
・
草
部
・
穀
部
・
菜
部
・
果
部
・
木
部
・
服
器
部
・
虫
部
・
鱗
部
・
介

部
・
禽
部
・
獣
部
・
人
部
に
分
類
し
て
い
る
が
、
玄
随
の
用
い
て
い
る「
金
」「
石
」

「
玉
」「
土
」
は
、
こ
の
金
石
部
の
中
の
「
金
類
」「
石
類
」「
玉
類
」
と
土
部
の
「
土

類
」
を
指
す
。
そ
し
て
、
玄
随
の
言
う
メ
タ
ー
ル
は
「
ミ
ネ
ラ
・
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
」

（
輝
安
鉱A

ntim
onglanz Stibuite

）
を
溶
解
し
て
得
ら
れ
る
ア
ン
チ
モ
ニ
ー

（antim
onium

, antim
ony

）
の
こ
と
で
あ
る
。
メ
タ
ー
ル
（m

etaal,.m
etal

）

は
現
在
金
属
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、「
固
体
状
態
で
金
属
光
沢
、
展
性
・
延
性
を

も
ち
、
種
々
の
機
械
的
工
作
を
施
す
こ
と
が
で
き
、
か
つ
電
気
お
よ
び
熱
の
良
導

体
で
あ
る
な
ど
の
性
質
を
も
つ
物
質
の
総
称注
②

」
と
定
義
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
中

国
や
日
本
で
も
銅
を
含
む
鉱
物
を
溶
解
し
て
銅
を
取
り
出
し
、
鉄
を
含
む
鉱
物
を

溶
解
し
て
鉄
を
取
り
出
す
こ
と
は
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
う
し

た
も
の
の
総
称
で
あ
る
メ
タ
ル
に
相
当
す
る
語
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。2

「
礦
」
と
い
う
訳
語 

大
槻
玄
沢
は
「
メ
タ
ー
ル
」
を
「
礦
」（
砿
）
ま
た
「
真
礦
」
と
訳
し
て
い
る
。

天
保
六
年
〔1836
〕
頃
に
大
槻
玄
沢
が
訳
し
、
小
関
三
英
が
校
正
し
た
シ
ョ
メ
ー

ル
（N

oel Chom
el

）
の
“Huishudeijk W

oordenboek

”（1768-77

）
を
翻
訳
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し
た
、『
厚
生
新
編
』六
十
二
冊
目
の「
雑
録
」に「
礦 

（
メ
タ
ル
ラ 

羅
甸　

メ
タ
ー

レ
ン 

和
蘭
）」
の
項
が
あ
る注
③

。
メ
タ
ル
ラ
（
ラ
テ
ン
語m

etalli

→m
etallum

）、

メ
タ
ー
レ
ン
（
オ
ラ
ン
ダ
語m

etalen

＝m
etaal

の
複
数
形
）
を
玄
沢
は
「
礦
」

と
訳
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
本
文
の
訳
を
掲
げ
る
。
傍
線
を
付
し
た
箇

所
は
、
そ
の
性
質
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

礦
ハ
重
質
、
光
暉
あ
り
て
透
明
な
ら
ず
。
火
に
熔
解
す
れ
ば
表
面
、
珠
状
を

成
し
、
冷
定
す
る
時
ハ
再
ビ
凝
て
硬
質
と
な
る
な
り
。
是
を
鍛
冶
し
て
諸
金

の
質
を
区
別
す
る
時
は
其
品
自
ラ
定
た
る
べ
し
。

尋
常
は
礦
を
以
て
六
種
の
金
と
す
。
即
チ
金
・
銀
・
銅
・
鉄
・
錫
・
鉛
な
り
。

近
時
或
人
「
ウ
ィ
ッ
ト
ゴ
ウ
ド
」〈
白
金
の
義
。
和
産
な
し
〉
を
添
て
七
種

の
金
と
な
す
。（
中
略
）。

真
礦
に
三
徴
あ
り
。
其
一
は
熔
解
冷
定
の
後
鍛
冶
し
て
撓
柔
な
る
べ
き
質
あ

り
。
其
二
は
火
中
に
於
て
流
動
す
べ
き
質
あ
り
。
其
三
は
火
内
に
て
硬
質
を

存
し
容
易
に
減
消
せ
ざ
る
な
り
。
右
の
三
質
を
具
す
る
者
を
宜
く
真
礦
の
名

を
命
ず
べ
し
。
又
、
諸
礦
の
質
真
礦
に
同
じ
く
し
て
僅
に
差
ふ
者
あ
り
。
是

を
類
礦
と
名
ヅ
く
。
右
の
質
ハ
外
面
能
く
真
礦
に
似
た
る
も
鎚
に
て
砕
く
可

く
、
火
力
を
以
て
消
散
せ
し
む
べ
し
。
但
し
火
内
に
て
流
動
を
成
す
に
至
れ

り
。

礦
を
分
ち
て
二
類
と
な
す
。
曰
ク
熟
金
、
曰
ク
半
熟
金
な
り
。
其
熟
金
ハ
鋳

鎔
の
後
些
の
変
化
な
く
し
て
其
量
も
亦
減
ず
る
こ
と
な
し
。
故
に
火
力
以
て

灰
と
な
す
こ
と
能
は
ず
、
空
気
水
気
も
是
を
変
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。

此
類
二
種
あ
り
。
曰
ク
金
、
曰
ク
銀
な
り
。

半
熟
金
は
火
中
に
在
て
金
質
を
損
し
終
に
砕
粉
と
な
す
べ
し
。
此
性
の
種
類

は
即
ち
銅
、
鉄
、
錫
、
鉛
な
り
。

右
二
類
の
金
質
を
概
言
す
る
に
熟
金
は
火
力
を
以
て
原
性
の
金
質
を
現
じ
、

其
寛
容
と
す
る
燃
体
〈
燃
体
は
火
気
を
引
き
て
燃
え
易
き
質
を
云
ふ
〉
を
敗

損
す
る
こ
と
無
し
。

半
熟
金
は
右
に
反
し
火
力
以
て
其
体
質
を
消
滅
す
。

「
礦
」
は
山
か
ら
取
り
出
し
た
ま
ま
の
精
煉
さ
れ
て
い
な
い
状
態
の
金
属
を
言

う
語
で
あ
る
。『
広
韻
』（
宋
・
大
中
祥
符
元
年
〔1008

〕
成
）
に
「
礦
、
金
璞
、
鑛
、

上
同
」
と
あ
り
、
我
が
国
の
『
新
撰
字
鏡
』（
昌
泰
年
間
〔898-901

〕
成
）
に
も
「

〈
広
音
鉱
也
。
荒
金
也
〉
鉱
〈
上
字
〉」
と
あ
る
。m

etallum

な
ど
は
金
属
の
意

味
と
と
も
に
鉱
物
、
鉱
石
（
金
・
白
金
・
大
理
石
な
ど
）
の
意
味
に
も
用
い
ら
れ

る
も
の
で
は
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
訳
語
と
し
て
は
間
違
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
項
で
説
明
さ
れ
て
い
る
の
は
、
傍
線
を
付
し
た
箇
所
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
溶
解
し
て
得
ら
れ
る
金
・
銀
・
銅
・
鉄
・
錫
・
鉛
お
よ
び
白
金
の
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
訳
語
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。

3
「
金
属
」
と
い
う
訳
語

「
金
属
」
が
蘭
学
の
中
で
生
ま
れ
た
語
で
あ
る
こ
と
は
、
斎
藤
静
氏
の
『
日
本

語
に
及
ぼ
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
影
響
』（
篠
崎
書
林1967

）
で
既
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

M
etaal;(M

etalen)　
「
金
属
」
と
訳
し
た
。
金
属
と
い
うgenelic

な
意
味

の
漢
語
は
「
金
」
で
あ
り
、
ま
た
金
類
と
い
う
語
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
か

ね
の
類
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
っ
て
、
近
代
化
学
の
有
す
る
概
念
は

持
っ
て
い
な
い
。「
金
属
」
の
も
つ
近
代
化
学
的
な
意
義
ま
た
は
概
念
の
醸

成
と
普
及
に
つ
い
て
は
英
、
米
、
独
、
仏
方
面
の
貢
献
を
大
い
に
認
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
、
日
本
が
近
代
化
学
を
学
ん
だ
の
は
、
は
じ

め
は
蘭
書
を
通
じ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

斎
藤
氏
が
示
し
て
い
る
用
例
は
宇
田
川
榕
菴
の
『
舎
密
開
宗
』（
天
保
八
年

〔1837

〕
初
編
刊
）
か
ら
、

○�
按
ニ
達
喜
氏
ノ
発
明
ニ
亜あ

る

か

り

爾
加
里
ハ
、
咸み

ナ
各
種
ノ
金メ
タ
ー
ル属
ノ
酸
化
ス
ル
者
ニ

シ
テ
其
金
属
ヲ
亜
爾
加
里
金
属
ト
謂
フ
。（
巻
三「
亜あ

る

か

り

爾
加
里
」第
五
十
七
章
）

の
例
と
、
川
本
幸
民
の
『
化
学
新
書注
④

』
か
ら
、

単
体
ヲ
区
別
シ
テ
非
金
属
、
及
ビ
金
属
ノ
二
種
ト
ス
…
…
化
学
分
析
ノ
試
法

精
熟
ス
ル
ニ
至
ツ
テ
五
十
余
種
ノ
金
属
ヲ
検
出
セ
リ
。�

（
初
編
）
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の
二
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
舎
密
開
宗
』
よ
り
以
前
の
『
遠
西
医
方
名
物
考
補
遺
』

（
宇
田
川
榛
齋
著
・
宇
田
川
榕
菴
校
補
、
天
保
五
年
〔1834

〕
刊
）
に
「
金
属
」

は
既
に
現
わ
れ
て
い
る注
⑤

。
す
な
わ
ち
、
そ
の
巻
一
「
牛
胆
」
の
項
に
「
金
属
塩
〈
緑

礬
・
皓
礬
・
升
汞
・
甘
汞
・
磠
銕
華
等
〉」、
巻
七
元
素
篇
第
一
の
「
元
素
」
の
項

に
「
金
属
元
素
〈
土
石
類
ノ
元
素
是
ニ
属
ス
〉」、「
温
素
」
の
項
に
「
是
ヲ
騐
温

儀
ト
名
ヅ
ク
。
是
ヲ
以
テ
金
属
ノ
伸
縮
ヲ
騐
シ
テ
温
素
ノ
増
減
ヲ
測
知
ス
」
と
見

え
る
が
、
巻
八
元
素
篇
第
二
の
「
酸
化
」
の
項
に
は
、

金
属
酸
化
ハ
天
造
人
巧
ノ
二
種
ア
リ
。
又
金
属
ニ
貴
賤
ア
リ
。
○
黄
金
、
銀
、

白
金
〈
一
種
銀
色
ノ
金
属
。
原
名
「
ブ
ラ
チ
ナ
」〉
ヲ
貴
金
ト
曰
フ
。
其
他

一
切
金
属
ヲ
賤
金
ト
曰
フ
。
○
賤
金
属
ハ
殊
ニ
酸
素
ト
交
力
緊
切
ナ
ル
故
ニ

大
気
ニ
触
テ
多
ク
気
中
ノ
酸
素
ヲ
引
キ
、
漸
ク
消
化
シ
テ
光
彩
、
色
沢
、
響

鳴
、
鎚
延
力
等
ノ
金
属
固
有
ノ
質
ヲ
失
ヒ
、
粘
滋
ナ
ク
砕
破
ス
ベ
ク
土
灰
様

ト
ナ
リ
、
故モ
ト

ノ
金
属
ニ
比
ス
レ
バ
秤メ
カ
タ量
増
加
ス
。

な
ど
集
中
し
て
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
『
遠
西
医
方
名
物
考
補
遺
』
は
宇
田
川
榛
齋
の
『
遠
西
医
方

名
物
考
』（
初
篇
文
政
五
年
〔1822

〕
〜
十
二
篇
文
政
八
年
〔1825

〕
刊
）
の
補

遺
で
あ
る
が
、
無
刊
記
本
の
内
閣
文
庫
本
『
遠
西
医
方
名
物
考注
⑥

』
に
、
次
の
よ
う

に
二
箇
所
「
金
属
」
が
見
え
る
（
傍
線
部
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
）。

①�

安ア
ン

質チ

没モ

忸ニ
ウ

謨ム

ハ
諸
鉱
坑
〈
七
金
ノ
坑
ヲ
云
〉
ニ
出
ル
一
種
ノ
礦
ナ
リ
。
甚
ダ

諸
金
類
ニ
近
シ
。
然
レ
ド
モ
其
質
破
砕
ス
ベ
キ
ガ
故
ニ
諸
金
ニ
属
セ
ズ
。
半

金
ノ
属
ト
ス
〈
諸
金
ト
石
ト
ノ
間
ニ
属
ス
ル
者
ヲ
半
金
ト
云
フ
〉。
大
小
塊

片
ヲ
為
シ
、
形
一
ナ
ラ
ズ
。
重
ク
シ
テ
石
ノ
如
ク
、
鉛
色
ニ
シ
テ
束
鍼
紋
ヲ

為
シ
、
光
輝
ア
リ
。
堅
固
ニ
シ
テ
破
砕
シ
易
シ
。
或
ハ
岩
石
ニ
著ツ

ク
者
ア
リ
、

或
ハ
透
明
ノ
紋
理
及
ビ
砿
様
ノ
石
英
ヲ
夾
ミ
、
或
ハ
琢
磨
セ
ル
鉄
及
ビ
鉛
ノ

如
ク
或
ハ
銀
色
ノ
光
彩
或
ハ
黒
色
ノ
光
沢
ア
リ
。（
中
略
）
○
坑
ヨ
リ
出
テ

未
ダ
煆
煉
セ
ザ
ル
ヲ
「
ミ
ネ
ラ
・
ア
ン
チ
モ
ニ
」
ト
名
ク
。（
中
略
）
○
製

煉
術
ニ
テ
安ア
ン

質チ

没モ

忸ニ

ヲ
烊ト
カ

シ
、
其
質
ヲ
研
究
ス
ル
ニ
是
レ
一
種
ノ
元
素
〈
補

巻
七
〉
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
山
坑
ニ
出
ル
者
ハ
必
ズ
硫
黄
ヲ
含
ム
。
是
ヲ
製
煉

シ
テ
硫
黄
ヲ
脱
ス
レ
バ
純
粋
ト
ナ
ル
。
是
ヲ
安
質
王
ト
曰
フ
〈
安
質
王
ハ
原

名
「
レ
ギ
ア
・
ア
ン
チ
モ
ニ
」
凡す
べ
て
ニ
含
ム
所
ノ
夾
雑
物
ヲ
脱
シ
テ
純
粋
ノ

金
属
ト
為
ス
者
是
ヲ
王
ト
称
ス
〉。
○
安ア
ン

質チ

没モ

忸ニ

ヲ
煆
炒
ス
レ
バ
灰
色
ニ
シ

テ
石
灰
様
ト
ナ
ル
。
烈
火
ニ
上
セ
焼
ケ
バ
溶
ケ
テ
遂
ニ
淡
赭
色
ノ
硝
子
ト
ナ

ル
。�

（
第
五
篇
巻
十
五
「
安ア
ン

質チ

没モ

忸ニ
ウ

謨ム 

羅 

ス
ピ
ー
ス
ガ
ラ
ス
蘭
」
の
項
）

②�

然
レ
ド
モ
光
彩
ナ
ク
唯
烟
ヲ
生
ジ
テ
速
カ
ニ
升
散
シ
終
ニ
赭
色
ノ
末
少
許
残

リ
、
或
ハ
赭
色
ノ
硝
子
ト
ナ
ル
。
凡
ソ
金
属
酸
化
過
度
ニ
至
レ
バ
光
彩
ヲ

失
ヒ
硝
子
ト
ナ
ル
。
○
右
ノ
説
ニ
因
リ
テ
観
レ
バ
、

�

（
第
十
一
篇
巻
三
十
三
「
水
銀
二
」
の
項
）

し
た
が
っ
て
、「
金
属
」
の
語
は
宇
田
川
榛
齋
に
よ
っ
て
考
え
出
さ
れ
た
語
の

よ
う
に
見
え
る
が
、
文
政
六
年
新
鐫
の
『
遠
西
医
方
名
物
考注
⑦

』
で
は
、
前
者
①
の

傍
線
部
分
は

硫
黄
ト
礦
性
土
ト
混
和
シ
成
ル
者
ナ
リ
。
其
硫
黄
ヲ
分
チ
取
レ
バ
尋
常
ノ
硫

黄
ト
少
シ
モ
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
其
礦
性
土
ヲ
検
査
ス
レ
バ
硝
子
性
土
〈
焼

ケ
バ
烊ト
カ

テ
硝
子
ト
ナ
ル
土
ヲ
云
〉
焚
性
土
〈
焚モ

ユ

ル
土
ヲ
云
〉
諸
金
性
土
、
水

銀
性
土
、
礜
石
性
土
ア
リ
。

と
あ
り
、
後
者
②
の
傍
線
部
も
、

〈
是
、
硫
黄
気
ヲ
受
ザ
ル
故
ニ
銀
色
ノ
光
彩
ヲ
生
ゼ
ザ
ル
ナ
リ
〉
此
レ
其
硝

子
性
土
ヲ
含
メ
ル
故
ナ
リ
。
○
是
ニ

と
あ
り
、
と
も
に
「
金
属
」
の
語
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
無
刊
記
本
の
内
閣
文
庫
本
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
の
「
金
属
」

の
語
は
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
が
宇
田
川
榕
菴
に
よ
っ
て
補
遺
さ
れ
た
時
に
用
い

ら
れ
た
語
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
①
の
文
章
に
「
元
素
〈
補
巻
七
〉」
と
あ
る
の

も
そ
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
金
属
」
の
語
は
宇
田
川
榕
菴
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
榕
菴
の
『
植
学
啓
原
』（
天
保
五
年
〔1834

〕

刊
）
の
目
録
に
も
「
土
分　

金
属
分
」
と
見
え
る
か
ら
で
あ
る注
⑧

。
ち
な
み
に
、
そ

の
本
文
に
は
「
金
属
」
の
語
は
現
れ
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

草
木
之
土
分
、
大
抵
為
二
加カ

ル

キ
爾
基
一
。
或
有
二
苦
土
一
、
或
有
二
礬
土
一
、
如
二
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禾
本
穀
類
竹
蘆
一
則
有
二
珪
土
一
、
有
二
酸
化
銕
一
、
有
二
酸
化
満マ
ン
ガ
ン俺

一
〈
土
類

之
説
、
及
酸
化
銕
、
酸
化
満
俺
等
、
散
二
見
名
物
考
補
遺
中
処
一々
〉

�

（
巻
三
・
12
丁
ウ
10
行
目
）

草
木
に
含
ま
れ
る
土
分〔
ア
ル
カ
リ
土
金
属
と
土
類
金
属
の
酸
化
物
〕は
、

ふ
つ
う
カ
ル
キ
〔
石
灰
、
生
石
灰
、
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
〕
か
ま
た
は
、

苦
土
〔
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
〕
や
礬
土
〔
ア
ル
ミ
ナ
、
酸
化
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
〕な
ど
で
あ
る
。
禾
本〔
イ
ネ
科
〕の
穀
類
、
竹〔
タ
ケ
〕、
蘆〔
ア

シ
〕
な
ど
は
、
珪
土
〔
無
水
ケ
イ
酸
〕
ま
た
は
、
酸
化
銕
〔
酸
化
鉄
〕

や
酸
化
満
俺
〔
酸
化
マ
ン
ガ
ン
〕
を
含
む
（
土
類
〔
土
分
と
同
じ
〕
の

説
明
や
酸
化
銕
、
酸
化
満
俺
は
『
名
物
考
補
遺
』
に
散
見
し
て
い
る
。

参
考
に
せ
よ
」）。

こ
れ
は
、
先
に
引
用
し
た
『
舎
密
開
宗
』
の
文
の
続
き
に
、

…
…
加カ
リ
ウ

母ム

、
曹ソ
ウ
チ
ウ冑
母ム

ノ
如
シ
。
土
類
モ
亦
各
種
ノ
金
属
ノ
酸
化
ス
ル
者
ニ

シ
テ
其
金
属
ヲ
土
類
金
属
ト
謂
フ
。
麻マ

グ

ネ
倔
涅
叟シ
ウ

母ム

、
亜ア

律リ
ユ

密ミ

ウ

ム
烏
母
ノ
如
シ
。

亜
爾
加
里
金
属
、
土
類
金
属
ヲ
総
テ
滅メ

多タ
ー

爾ル

羅ロ

乙イ

甸デ
ン

ト
称
シ
、
古
来
常
有
ノ

金
銀
銅
鉄
ニ
別
ツ
。
○
又
近
世
、
植
物
ニ
各
種
ノ
亜
爾
加
里
ア
ル
コ
ト
ヲ
唱

フ
（
下
略
）

と
あ
る
も
の
と
対
応
す
る
。

『
遠
西
医
方
名
物
考
補
遺
』
ま
た
『
植
学
啓
原
』
が
刊
行
さ
れ
る
以
前
の
書
物

に
は
「
金
属
」
の
語
は
見
ら
れ
な
い
。
熊
秀
英
（
森
島
中
良
）『
蛮
語
箋
』（
寛
政

十
年
〔1798

〕
刊
）、
奥
平
昌
高
『
蘭
語
訳
撰
』（
文
化
七
年
〔1810

〕
刊
）
に
は

m
etaal 

の
語
は
見
ら
れ
ず
、
藤
林
淳
道
『
訳
鍵
』（
文
化
七
年
序
〔1810

〕
刊
）

に
は
「m

etaal

山
産
ノ
諸
金
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

さ
ら
に
次
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
「
金
属
」
の
語
は
宇
田
川
榕
菴
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

イ
ン
ド
の
四
大
、
中
国
の
五
行
な
ど
と
同
じ
く
、
西
洋
で
も
万
物
は
「
基
本
的

な
物
質
」
か
ら
な
り
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
が
異
な
る
だ
け
で
同
質
の
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
煉
丹
者
（
錬
金
術
師
）
は
そ
の
組
み
合
わ
せ
方
を

変
え
れ
ば
鉛
や
鉄
も
黄
金
に
な
り
、
ま
た
そ
の
逆
も
可
能
で
あ
る
と
し
た
。
し
か

し
、
近
代
化
学
で
は
そ
れ
ら
は
「
基
本
的
な
物
質
」
で
は
な
く
、
窮
極
の
「
基
本

的
な
物
質
」
と
呼
び
得
る
の
は
純
粋
な
単
体
で
あ
り
、
質
を
異
に
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
決
し
て
互
換
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た注
⑨

。
そ
の
窮

極
の「
基
本
的
な
物
質
」を「
元
素
」と
訳
し
た
の
は
宇
田
川
榕
菴
で
あ
っ
た
。『
遠

西
医
方
名
物
考
補
遺
』（
天
保
五
年
〔1834

〕
刊
）
巻
七
「
元
素
編
第
一
」
冒
頭

の
「
元
素
「
ホ
ー
フ
ド
・
ス
ト
フ
」
蘭
」
の
項
に
「
元
素
」
は
次
の
よ
う
に
定
義

さ
れ
て
い
る
。
前
掲
の
補
訂
さ
れ
た
『
遠
西
医
方
名
物
考
』「
安
質
没
忸
謨
」
の

項
に
「
製
煉
術
ニ
テ
安ア
ン

質チ

没モ

忸ニ

ヲ
烊ト
カ

シ
、
其
質
ヲ
研
究
ス
ル
ニ
是
レ
一
種
ノ
元
素

〈
補
巻
七
〉
ナ
リ
」
と
あ
っ
た
「〈
補
巻
七
〉」
の
該
当
部
分
で
あ
る
。
そ
の
前
後

も
合
わ
せ
て
示
す
。

○�

榕
按
ニ
元
素
ハ
古
賢
ノ
所
謂
原
行
ナ
リ注
⑩

。
崎
陽
ノ
柳
圃
翁
訳
ノ
実
素
ト

ス
。
仍
テ
今
姑
し
ば
ら
く

素
ノ
字
用
ヒ
学
者
ノ
後
考
ヲ
竢
ツ
。
○
西
洋
晩
近
分

析
術
ノ
精
巧
ヲ
究
メ
啻た
だ

ニ
凝
流
二
体
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
無
形
ノ
気
類
モ
亦
尽

ク
剖
解
シ
テ
天
造
ノ
物
質
、
資
稟
ノ
元
素
ヲ
分
析
シ
薬
剤
製
煉
ノ
ヲ

原ワ

ケ由
ヲ
論
定
ス
。

覆
載
ノ
間
、
庶
物
森
羅
シ
擾
々
乎
ト
シ
テ
窺
測
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
雖
モ
分
析
術

ニ
テ
是
ヲ
剖
解
ス
レ
バ
諸
物
ノ
単
質
複
質
（
注
略
）
自
ラ
分
析
ス
。
複
質
ハ

各
種
ノ
単
質
ヲ
襍
合
シ
テ
成
ル
故
ニ
其
単
質
ノ
多
少
稟
性
ヲ
覈
知
シ
再
ビ
是

ヲ
合
和
ス
レ
バ
復
故モ
ト

ノ
複
質
ニ
ナ
ル
。
○
其
単
質
ナ
ル
者
ハ
分
析
家
再
三
数

回
是
ヲ
剖
解
ス
レ
ド
モ
単
一
純
粋
ニ
シ
テ
毫
モ
異
性
ノ
物
質
夾
雑
セ
ザ
ル
者

ナ
リ
。
是
ヲ
元
素
ト
曰
フ
。
喩
ヘ
バ
芒
消
ヲ
剖
解
ス
レ
バ
分
レ
テ
硫
酸
〈
緑

礬
油
〉
曹ソ
ウ
ダ達
〈
鹻
蓬
塩
〉
ノ
二
物
ト
ナ
ル
。
其
硫
酸
ヲ
剖
解
ス
レ
バ
分
レ
テ

硫
黄
ト
酸
素
〈
注
略
〉
ノ
二
物
ト
ナ
ル
。
其
曹ソ
ウ
ダ達
ヲ
剖
解
ス
レ
バ
分
レ
テ

曹ソ
ウ
ヂ
ウ
ム

冑
毋
〈
曹
達
ヲ
成
ス
元
素
〉
酸
素
及
ビ
水
ノ
三
物
ト
ナ
ル
。
其
水
ヲ
剖
解

ス
レ
バ
水
素
〈
注
略
〉
酸
素
ノ
二
物
ト
ナ
ル
。
然
レ
バ
其
酸
素
、
水
素
、
硫

黄
、
曹ソ
ウ
ヂ
ウ
ム

冑
毋
ノ
四
品
ハ
所
謂
元
素
ニ
シ
テ
分
析
家
、
百
千
回
是
ヲ
剖
解
ス
レ

ド
モ
毫
モ
分
析
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
、
純
一
無
雑
ノ
単
質
ナ
ル
者
ナ
リ
。
其
硫
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黄
、
曹ソ
ウ
ダ達
、
水
ノ
三
物
ノ
襍
合
体
ナ
リ
。
故
ニ
右
ノ
単
質
ヲ
合
ス
レ
バ
複
タ

故モ
ト

ノ
芒
消
ト
ナ
ル
ヲ
以
テ
準
知
ス
ベ
シ
。
○
元
素
ハ
古
賢
ノ
所
謂
元
行
類
ニ

シ
テ
万
物
資
生
ノ
基
素
ナ
リ
。
晩
近
元
素
ト
称
ス
ル
者
五
十
余
種
ア
リ
。
就

レ
中
、
温
素
、
光
素
、
越
素
〈
注
略
〉
ハ
無
形
ノ
元
素
ニ
シ
テ
性
力
確
知
ス

ベ
シ
ト
雖
モ
秤
量
衡
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
採
収
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
者
ナ
リ
。
性
力
秤

量
共
ニ
覈
知
ス
ベ
ク
採
収
ス
ベ
シ
ト
雖
モ
形
質
観
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
気
類
ハ
酸

素
、
窒
素
、
水
素
、
炭
酸
等
ナ
リ
。
其
他
、
炭
素
、
燐
、
硫
黄
、
加カ
リ
ウ
ム

留
毋

〈
注
略
〉、
曹ソ
ウ
ヂ
ウ
ム

冑
毋
〈
注
略
〉、
加カ
ル
キ
ウ
ム

爾
丘
母
〈
注
略
〉、
金
属
元
素
〈
土
石
ノ
元

素
是
ニ
属
ス
〉
ハ
形
質
観
ル
ベ
キ
者
ナ
リ
。
今
製
剤
ニ
関
ル
元
素
ヲ
挙
ゲ
并

ニ
古
賢
ノ
所
謂
四
元
行
ハ
襍
合
物
ニ
シ
テ
元
素
ニ
非
ル
コ
ト
ヲ
弁
晰
シ
左
ニ

其
要
領
ヲ
略
載
ス
。

先
に
引
用
し
た
『
遠
西
医
方
名
物
考
補
遺
』
の
文
章
（
①
）
で
も
「
金
属
」
の

語
が
現
わ
れ
る
の
は
「
安ア
ン

質チ

没モ

忸ニ
ウ

謨ム 

羅 
ス
ピ
ー
ス
ガ
ラ
ス
蘭

」
の
項
の
「
元
素
」

の
定
義
が
な
さ
れ
て
い
た
箇
所
で
あ
っ
た
が
、
右
の
文
章
で
も
「
金
属
」
は
「
元

素
」
と
と
も
に
現
わ
れ
る
。
こ
れ
は
「
金
属
」
の
語
が
新
し
い
元
素
の
概
念
を
踏

ま
え
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
端
的
に
言
え
ば
、「
金
属
」

と
い
う
語
は
金
属
の
性
質
を
示
す
元
素
の
グ
ル
ー
プ
（
金
属
元
素
）
の
た
め
に
作

ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
き
た
「
原
行
」

な
ど
の
語
は
「
単
一
純
粋
ニ
シ
テ
毫
モ
異
性
ノ
物
質
夾
雑
セ
ザ
ル
」
も
の
を
意
味

す
るH

oofdstof

の
訳
語
と
し
て
は
適
さ
な
い
と
し
て
「
元
素
」
の
語
が
造
ら
れ

た
よ
う
に
、
諸
銅
器
や
諸
鉄
器
な
ど
も
意
味
す
る
従
来
の
「
金
類
」
で
は
化
学
の

概
念
を
含
むm

etaal

の
訳
語
と
し
て
は
対
応
で
き
な
い
と
し
て
「
金
属
」
の
語

は
造
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

酸
化
金
属
モ
其
酸
素
ヲ
除
ケ
バ
故モ
ト

ノ
金
属
ト
ナ
ル
。
酸
化
ノ
貴
金
ハ
復
タ
煆

焼
シ
テ
烊
解
ス
レ
バ
酸
素
脱
シ
テ
故モ
ト

ノ
金
属
ト
ナ
ル
。

�

（
元
素
篇
第
二
「
酸
化
」）

な
ど
の
「
金
属
」
は
「
金
類
」
で
は
意
味
を
な
さ
な
く
な
る
も
の
で
あ
る
。

西
洋
の
化
学
の
近
代
化
は
十
八
世
紀
の
最
後
の
四
半
世
紀
の
体
系
的
な
命
名
法

の
模
索
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
我
が
国
の
化
学
の
受
容
が
始
ま
っ
た
の
は
、

そ
の
直
後
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
わ
が
国
に
は
、
旧
名
と
新
名

の
入
り
乱
れ
た
混
乱
も
な
け
れ
ば
、
フ
ロ
ギ
ス
ト
ン
破
棄
へ
の
抵
抗
も
な
か
っ
た
。

あ
る
の
は
た
だ
、
中
国
の
本
草
学
か
ら
西
洋
薬
学
へ
、
さ
ら
に
化
学
へ
の
移
行
の

と
ま
ど
い
だ
っ
た注
⑪

」。「
金
属
」
と
い
う
語
も
本
草
学
の
「
金
類
」
か
ら
化
学
へ
の

移
行
に
沿
っ
て
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か注
⑫

。「
類
」
か
ら
「
属
」
へ
の
変

更
は
別
の
と
こ
ろ
で
も
見
ら
れ
る
。
リ
ン
ネ
の
分
類
学
が
日
本
に
初
め
て
紹
介
さ

れ
た
の
は
伊
藤
圭
介
の
『
泰
西
本
草
名
疏
』（
文
政
十
二
年
〔1829

〕
刊
）
で
あ
っ

た
が
、
伊
藤
は
リ
ン
ネ
のgenus

を
「
類
」
と
訳
し
、species

を
「
種
」
と
訳

し
た
。
そ
れ
を
榕
菴
は
「
類
」
を
「
属
」
と
訳
し
て
い
る
（『
植
学
啓
原
』
巻
一
・

属
種「
既
建
レ
綱
分
レ
目
矣
。
今
又
更
分
ニ
レ
属
与
一
レ
種
」）。
基
準
単
位
で
あ
る「
種
」

の
上
位
の
段
階
が
「
属
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
鉱
物
に
当
て
は
め
る
と
、
金
や
銀

や
銅
な
ど
を
「
種
」
と
す
れ
ば
、「
金
属
」
は
そ
の
上
に
来
る
分
類
と
な
ろ
う
。

化
学
を
学
ぶ
機
会
が
な
か
っ
た
者
に
は
メ
タ
ル
と
い
う
概
念
は
理
解
し
が
た
い

も
の
で
あ
り
、
訳
語
を
考
え
る
の
も
躊
躇
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
金
属
」

の
語
が
既
に
成
立
し
て
い
た
後
、
天
保
六
年
〔1836

〕
頃
成
に
訳
さ
れ
た
『
厚
生

新
編
』
に
お
い
て
、
な
お
も
大
槻
玄
沢
が
「
礦
」
の
語
を
用
い
た
こ
と
か
ら
も
そ

れ
は
窺
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
も
、「
金
属
」
は
当
時
唯
一
の
化
学
書
を
書
い
た
宇
田
川
榕

菴
に
よ
っ
て
考
え
だ
さ
れ
た
語
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

「
金
属
」
の
語
が
榕
菴
以
外
の
文
章
に
現
わ
れ
る
の
は
、『
舎
密
開
宗
』（
天
保

八
年
〔1837

〕
初
編
刊
）
か
ら
で
も
約
十
年
余
の
後
、
川
本
幸
民
の
『
気
海
観
瀾

広
義
』（
嘉
永
四
年
〔1851

〕
～
安
政
三
年
〔1856

〕
刊
）
に
、

金
属
ハ
自
然
ニ
純
粋
ナ
ル
者
稀
ナ
リ
。
硫
黄
・
砒
石
若
ク
ハ
土
石
ヲ
混
ズ
ル

コ
ト
多
シ
。
其
性
、
熔
化
延
展
ス
ベ
ク
、
且
ツ
自
己
ノ
重
ア
リ
。�

（
巻
三
）

と
あ
る
の
が
最
初
の
よ
う
で
あ
り注
⑬

、
次
い
で
箕
作
阮
甫
の
『
玉
石
志
林
』（
安

政
二
年
〔1855
〕
以
降
成
立
）
に
見
え
る
。
辞
書
で
は
例
外
的
に
『
英
和
対
訳
袖

珍
辞
書
』（
文
久
二
年
〔1862

〕）
に
「A

ntim
iny, S

金
属
の
一
種
」
と
見
え
る
が
、
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箕
作
阮
甫
『
改
正
増
補
蛮
語
箋
』（
嘉
永
元
年
〔1848

〕
刊
）
に
はm

etaal 

の

項
は
な
く
、
桂
川
甫
周
『
和
蘭
字
彙
』（
安
政
二
年
〔1855

〕
刊
）
で
は
「m

etaal 
唐カ
ラ
カ
ネ金
」
と
あ
り
、
ヘ
ボ
ン
『
和
英
語
林
集
成
』
初
版
（
慶
応
三
年
〔1867

〕
刊
）

で
も
、

K
A
N
E 

カ
ネ
、
金
、 n. M

etal, ore, m
oney. -w

o horu, to digore. -w
o 

fuku, to m
ertore. M

etal, K
ane

と
あ
り
、
物
集
高
見
の
『
詞
の
は
や
し
』（
明
治
十
七
年
〔1891

〕
序
）
に
も
「
金

属
」
の
語
は
見
え
な
い
。『
言
海
』（
明
治
十
七
年
〔1891

〕
成
）
に
至
っ
て
、

き
ん
ぞ
く　

金
属　

カ
ネ
。
金
、
銀
、
銅
、
鉄
、
錫
等
ノ
総
名
。

と
見
え
、
ヘ
ボ
ン
の
『
改
正
増
補
和
英
語
林
集
成
』（
明
治
十
九
年
〔1886

〕
刊
）

に
も
、

K
inzoku　

キ
ン
ゾ
ク　

金
属　

n. T
he m

etals, 

と
見
え
る
。「
金
属
」
の
語
が
一
般
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
頃

で
あ
ろ
う
。

4
『
格
物
入
門
』
の
「
金
属
」

中
国
で
「
金
属
」
の
語
が
初
め
て
現
わ
れ
る
の
は
、
宇
田
川
榕
菴
の
『
舎
密
開

宗
』（
天
保
八
年
〔1837

〕
初
編
刊
）
か
ら
三
十
一
年
後
の
マ
ー
チ
ン
（M

artin

丁
韙
良
）
の
『
格
物
入
門
』（
清
・
同
治
七
年
〔1868

〕
刊
）
に
お
い
て
で
あ
る
。

そ
れ
以
前
はm

etal

の
訳
語
に
は
「
金
」「
五
金
」「
金
類
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

モ
リ
ソ
ンM

orrison

『
中
国
語
辞
典
』（1822

）	
m
etal

金

メ
ド
ハ
ー�

ス
トM

edhurst

『
英
華
字
典
』（1847-8

）M
etal K

in, K
a-ne

キ
ン　

○
カ
ネ　

金

ロ
ブ
シ
ヤ�

イ
ドLobscheid

『
英
華
字
典
』（1866-9

）m
etal

金
、
五
金
、

金
類
的

ま
た
、
レ
ッ
グ
の
『
知
環
啓
蒙
熟
課
初
歩
』（1856

）
に
も
「
金
類
」
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。

「
五
金
」
に
つ
い
て
は
後
に
取
り
上
げ
る
が
、「
金
類
」
と
い
う
語
は
本
草
学
の

用
語
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』（
明
・
万
暦
二
十
四

年
〔1596

〕
刊
）
の
金
石
部
は
「
金
類
」「
石
類
」「
玉
類
」「
鹵
石
類
」
の
四
類

か
ら
な
る
が
、「
金
類
」
に
は
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

金
・
銀
（
黄
銀
・
烏
銀
）・
錫
恡
脂
（
銀
鉱
）・
銀
膏
・
硃
砂
銀
・
赤
銅
・
自

然
銅
・
銅
砿
石
・ 

銅
青
・
鉛
・
鉛
霜
・
粉
錫
（
即
胡
粉
）・
鉛
丹
（
黄
丹
）・

蜜
陀
僧
・
錫
・
古
鏡
・
古
文
銭
・
銅
弩
牙
・
諸
銅
器
・
鉄
・
鋼
鉄
・
鉄
落
・

鉄
精
・
鉄
華
粉
・
鉄
鏽
・
鉄
熱
・
鉄
漿
・
諸
鉄
器

す
な
わ
ち
、「
金
類
」
は
、「
金
」「
銀
」「
銅
」「
鉛
」「
銅
」「
鉄
」「
錫
」
な
ど

の
他
に
、
古
鏡
・
古
文
銭
・
銅
弩
牙
・
諸
銅
器
・
諸
鉄
器
な
ど
そ
れ
ら
を
材
料
と

す
る
製
品
を
も
区
別
な
く
指
す
「
金か
ね

の
類
」
と
い
っ
た
意
味
の
語
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
薬
物
を
扱
う
本
草
の
世
界
で
は
製
品
も
ま
た
そ
の
材
料
を
問
題
と
す

る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
纏
め
方
で
良
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
化
学
の
世
界
の

m
etal

の
概
念
に
対
応
す
る
も
の
で
は
な
い
。

「
金
属
」
の
語
が
中
国
に
お
い
て
初
め
て
現
れ
る
の
は
前
述
の
よ
う
に
『
格
物

入
門
』
で
あ
る
が
、
榕
菴
の
「
金
属
」
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の

書
の
「
金
属
」
は
「
金
類
」（
ま
た
「
金
」「
五
金
」
と
も
言
う
）
と
同
義
に
用
い

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
の
第
六
巻
は
「
化
学
」
で
あ
り
、
上

章
「
論
二
物
之
原
質
一
」、
二
章
「
論
二
気
類
一
」、
三
章
「
論
二
金
類
一
」「
四
章 

論
二

生
物
之
体
質
一
」「
附 

化
学
総
論
」
か
ら
な
る
が
、「
金
類
」
の
語
は
三
章
の
題
目

は
「
論
二
金
類
一
」
と
現
わ
れ
、
ま
た
、
こ
の
章
は
、

問
、
金
類
何
謂
也
、

答
、�

金
銀
銅
錫
以
外
、
物
之
相
類
、
其
質
純
一
無
レ
雑
者
、
四
十
二
種
、
其

攙
和
而
成
者
、
不
レ
計
二
其
数
一
原
行
多
半
為
レ
金
、
宜
乎
中
国
論
二
五�

行
一
以
レ
金
冠
二
其
首
一　

問
、
金
類
所
レ
同
者
、
何
也
。

答
、�
皆
能
返
レ
光
、
故
削
レ
之
発
采
。
皆
能
引
レ
熱
、
故
易
レ
熱
而
易
レ
冷
。
皆

能
引
レ
電
、
故
電
報
之
通
二
信
遠
方
一
、
胥
頼
二
乎
此
一
。

か
ら
始
ま
り
、
以
下
「
問
、
金
類
所
レ
異
者
」「
問
、
金
類
与
二
他
物
一
交
感
何
如
」
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な
ど
の
項
が
続
く
。

一
方
「
金
属
」
の
語
は
例
え
ば
上
章
「
論
二
物
之
原
質
一
」
の
中
に
次
の
よ
う

に
現
わ
れ
る
（
金
属
を

で
囲
っ
た
の
は
引
用
者
）。

○�
問
、
化
学
工
夫
有
レ
二
何
也
。

答
、�
即
分
合
者
是
、
如
レ
水
分
為
二
二
気
一
二
気
復
合
為
レ
水
也
、
此
無
レ
他
、

復
二
其
故
態
一
耳
。
而
火
薬
之
有
レ
力
、
軍
中
施
用
、
用
二
強
水
之
所
一
レ

感
、
金
属
可
レ
鎔
、
皆
非
二
嚮
来
固
有
之
物
一
。

○�

問
、
物
之
成
レ
珠
、
何
以
分
レ
類
。

答
、�

雖
レ
曰
レ
成
レ
珠
、
不
レ
過
レ
借
レ
字
而
已
。
…
…
金
剛
石
明
礬
生
鉛
帰
二

第
一
類
一
。
金
属
多
半
帰
レ
之
。

と
見
え
、
二
章
「
論
二
気
類
一
」
に
、

○�

問
、
以
二
淡
気
一
生
二
烈
火
一
何
如
。

答
、�

淡
気
与
二

養
気
一

交
合
、
点
レ

之
以
レ

火
。
…
…
必
烈
極
而
生
レ

燄
。

金
属
最
剛
者
、
遇
レ
之
即
鎔
。

○
問
、
硝
強
水
何
如
。

答
、�

視
レ

之
如
レ

水
、
無
色
而
透
亮
。
…
…
除
二

黄
金
・
白
金
一

外
、
其
他

金
属
、
無
下
不
レ
可
二
銷
融
一
、
故
名
二
之
強
水
一
。

○�

問
、
塩
気
与
二

金
属
一
相
合
、
何
法
試
験
。　

こ
れ
ら
の
用
例
は
「
金
類
」
の
中
に
点
在
す
る
形
で
現
わ
れ
て
お
り
、「
金
類
」

を
言
い
換
え
た
も
の
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
例
え
ば
前
掲
の
三
章
の
「
問
、
金
類

与
二
他
物
一
交
感
何
如
」
に
対
す
る
答
に
は
「
金
属
与
二
養
気
一
好
合
者
居お
ほ
し多
」
と

あ
る
（
養
気
は
酸
素
の
こ
と
）。
宇
田
川
準
一
の
『
格
物
入
門
和
解
』
で
も
「
金
属
」

を
「
金
類
」
と
同
じ
く
カ
ネ
ノ
タ
グ
ヒ
と
訓
ん
で
い
る
が
、
同
様
に
判
断
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
元
素
に
関
わ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
部
分
に
「
金
属
」
が

現
わ
れ
て
い
る
の
は
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
巻
尾
に
あ
る
「
化
学
総
論
」

で
煉
丹
術
（
錬
金
術
・
黄
白
之
術
）
と
化
学
と
の
違
い
に
つ
い
て
述
べ
る
部
分
で

は
「
金
属
」
の
語
が
集
中
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
も
ま
た
現
在
の
金

属
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
箇
所
を
次
に
掲
げ
る
（
傍
線

部
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
）。

問
、
其
理
何
以
別
。

答
、�

煉
丹
者
視
二

金
属
一
皆
為
二
同
質
一
。
若
可
二
互
相
変
換
一
、
其
賤
者
升�

為
二
黄
金
一
、
其
貴
者
降
為
二
鉛
鉄
一
。
又
謂
皆
由
二
本
種
一
而
生
二
於
地

中
一
。
滋
長
成
レ
形
、
如
下
精
之
合
二
二
五
一
結
レ
胎
成
レ
体
者
上
。
然
、
惟た
だ

深
二
於
化
学
一
者
、
視
二

金
属
各
質
一
、
本
為
二

迥
は
る
か
に

異
一
、
決
無
二
互
換

之
理
一
。
鉛
中
得
レ
銀
、
蓋
銀
本
与
レ
鉛
攙
雑
。
硃
中
得
レ
汞
、
硃
砂
本

与
二
水
銀
一
合
成
。
其
或
以
レ
之
配
二
丹
薬
一
、
煉
二
黄
金
一
者
、
総
由
三
薬

中
本
含
二
此
質
一
。
無
三
所
レ
謂
互
易
二
其
体
一
也
。
蓋け
だ
し

金
属
各
類
、
非
二

自
有
レ
本
而
生
一
。
乃
与
二
天
地
一
同
出
。
各
得
二
一
偏
一
。
独ひ
と
り

完
二
其
質
一
。

不
レ
類
下 

動
植
之
有
二
胎
卵
耔
種
一
而
生
者
上
。
夫そ
れ

六
蓄
蕃
息
、
可
二
養
レ

之
無
一
レ
窮
。
五
穀
菑
余
田
、
可
二
穫
之
無
一
レ
尽
。
特
ひ
と
り

金
属
質
静
、
経
二

取
用
一
而
漸
銷
。
未
レ
見
三
其
旋
生
而
補
二
其
欠
一
。
則
聚
レ
之
散
レ
之
合
レ

之
、
皆
可
。
惟た
だ

不
レ
能
下
得
二
其
本
一
而
種
植
上
レ
之
。
蓋
無
二
此
理
一
也
。

特
に
傍
線
部
を
付
し
た
箇
所
は
、
前
掲
の
宇
田
川
榕
菴
が
『
遠
西
医
方
名
物
考

補
遺
』
巻
七
「
元
素
編
第
一
」
冒
頭
の
「
元
素
「
ホ
ー
フ
ド
・
ス
ト
フ
」
蘭
」
の

項
で
「
元
素
」
と
い
う
語
を
定
義
し
、「
金
属
」
と
い
う
語
を
用
い
た
箇
所
と
同

様
の
内
容
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
マ
ー
チ
ン
の
「
金
属
」
と
榕
菴
の
「
金

属
」
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
マ
ー
チ
ン
も
榕
菴
と
同
様
に

「
金
類
」
な
ど
の
語
を
近
代
化
学
に
よ
っ
て
新
た
に
概
念
化
さ
れ
た
定
義m

etal

の
訳
語
に
用
い
る
の
に
違
和
感
を
覚
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

5
「
五
金
」
と
「
七
金
」

と
こ
ろ
で
、
初
期
漢
訳
洋
学
書
に
秦
の
『
呂
氏
春
秋
』、
後
漢
の
『
説
文
解
字
』

以
来
用
い
ら
れ
続
け
て
い
る
「
五
金
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。

○
艾
儒
略
（Julius A

leni

）『
職
方
外
紀
』（
天
啓
三
年
〔1623

〕
刊
）

土
多
肥
饒
、
産
二
五
穀
一
来
麦
為
レ
重
。
果
実
更
繁
。
出
二
五
金
一
。
以
二
金
銀

銅
一
鋳
レ
銭
。�

（
巻
二
・
欧
羅
巴
総
説
）
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本
地
三
面
環
レ
海
一
面
臨
レ
山
、
山
曰
二
北
勒
搦
何
一
、
産
二
駿
馬
・
五
金
・
絲

綿
・
細
絨
・
白
糖
一
之
。�

（
巻
二
・
以
西
把
尼
亜
）

○�
高
一
志
（A

lphuso de N
anoni

）『
空
際
格
知
』（
天
啓
六
年
〔1626

〕
刊
）

或
毓
二
五
金
一
、
或
捍
二
五
海
一
。

○�

方
以
智
『
物
理
小
識
』（
康
煕
三
年
〔1664

〕
刊
）

然
錫
又
能
解
二
砒
毒
一
。
従
レ
類
化
也
。
失
二
其
薬
一
則
為
二
五
金
之
賊
一
、
得
二

其
薬
一
則
為
二
五
金
之
媒
一
。�

（
巻
七
・
金
石
類
・
錫
）

崇
禎
庚
辰
、
進
二
坤
輿
格
致
一
書
一
。
言
下
采
レ
壙
分
二
五
金
一
事
上
。
工
省
而

利
多
。�

（
同
右
・
丹
砂
）

約
其
理
曰
、
五
金
八
石
、
皆
互
相
為
レ
用
。
鉛
以
二
丹
砂
一
為
レ
子
。
汞
以
二
丹

砂
一
為
レ
母
。
金
好
レ
汞
而
汞
蝕
レ
之
。
銀
合
レ
砂
而
砂
食
レ
之
。
鉄
近
レ
銀
如
二

赤
銅
一
炙
レ
石
流
。�

（
同
右
・
養
砂
）

○
南
懐
仁
『
坤
輿
図
説
』（
康
煕
十
一
年
〔1672

〕
刊
）

曾
考
、
天
下
万
国
名
山
及
地
内
五
金
礦
大
石
深
礦
、
…
在
地
上
之
斜
角
五
金

石
礦
等
、
地
内
深
洞
之
脈
絡
亦
然
。

�

（
巻
上
・
地
球
南
北
両
極
必
対
天
上
南
北
両
極
不
離
天
之
中
心
）

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
書
か
ら
約
二
百
年
後
の
ホ
ブ
ソ
ン
（
合
信
）
の
『
博
物
新
編
』

（
同
治
三
年
〔1864

〕
刊
）
に
も
、

製
法
用
二
清
水
生
塩
一
同
放
二
于
玻
璃
瓢
中
一
、
另
用
二
玻
璃
管
一
貯
二
蓄
磺
強

水
一
、
使
二
其
滲
漬
而
落
一
、
以
二
慢
火
一
炕
二
炙
瓢
底
一
、
令
二
其
化
汽
升
出
、

冷
而
凝
一
レ
水
者
是
也
。
性
味
最
烈
、
可
レ
化
二
五
金
一
。

�

（
一
集
・
地
気
論
・
塩
強
水
）

世
物
以
二
五
金
一
伝
レ
熱
為
二
最
易
一
、
木
石
玻
璃
伝
レ
熱
為
二
甚
難
一
。

�

（
一
集
・
熱
論
）

更
須
減
少
水
中
之
熱
、
如
寒
天
河
水
凝
氷
、
露
結
為
レ
霜
之
類
是
也
。
五
金

亦
然
。
如
鉄
為
二
実
質
一
加
二
火
熱
一
鎔
為
二
浮
質
一
、
更
加
以
レ
熱
化
為
レ
気
。

若
当
鉄
鎔
之
際
、
減
二
去
火
熱
一
、
漸
復
二
実
質
一
。�

（
同
右
）

と
あ
り
、
ロ
ブ
シ
ヤ
イ
ド
『
英
華
字
典
』（1866

）
で
も
見
ら
れ
（
前
掲
）、『
格

物
入
門
』（
清
・
同
治
七
年
〔1868

〕
刊
）
の
第
六
巻
「
化
学
」
の
三
章
の
題
目

の
「
論
二
金
類
一
」
の
「
金
類
」
に
「
鎔
二
冶
五
金
一
中
国
素
知
」
と
い
う
原
注
が

あ
る
。「
五
金
」
は
『
説
文
解
字
』
で
は
「
金
・
銀
・
銅
・
鉛
・
鉄
」
を
指
す
。

し
か
し
、『
物
理
小
識
』
で
は
「
金
・
銀
・
鉄
・
鉛
・
汞
み
ず
が
ね（
水
銀
）」
と
す
る
な
ど

時
代
に
よ
り
変
化
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
五
金
」
は
金
属
の
総
称
で
あ
り
、
五
の
数

字
に
合
わ
せ
て
金
属
を
数
え
る
時
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
に
よ
っ
て
五
つ
の
金
属

を
選
ん
だ
た
め
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
西
洋
の
書
物
を
翻
訳
し
た
日
本
の
蘭
学
書
に
は「
五
金
」は
現
れ
ず
、「
七

金
」が
現
わ
れ
る
。『
厚
生
新
編
』の「
礦
」の
項
に
は「
金
・
銀
・
銅
・
鉄
・
錫
・

鉛
」
を
「
六
種
の
金
」
と
し
、
こ
れ
に
「
白
金
」
を
加
え
て
「
七
種
の
金
」
と
す

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
馬
場
佐
十
郎
の
『
泰
西
七
金
訳
説
』（
文

化
八
年
〔1811

〕
頃
成
・
嘉
永
七
年
〔1854

〕
刊
）
に
は
、
愕ゴ

ウ

ト
烏
多
（
金
）・

支シ

ル

フ

ル

爾
弗
爾
（
銀
）・
革
悪
稀
（
銅
）・
也ヱ
イ

池ス

ル爾
（
鉄
）・
丁テ
イ
ン（
錫
）・
羅ラ

オ

ト
悪
多
（
鉛
）・

苦ク

味ヰ
ツ

郭キ

識シ
ル

勿フ

ル

ル
爾
耳（
水
銀
）を
七
金
と
し
、
水
銀
の
質
が
流
動
す
る
こ
と
か
ら「
メ

タ
ー
ル
」
に
入
れ
ず
、「
ハ
ル
フ
メ
タ
ー
ル
」
と
す
る
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、「
七
」
と
い
う
数
は
単
に
金
属
数
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

「
五
金
」
の
五
、
ま
た
「
七
金
」
の
七
は
、
東
洋
と
西
洋
の
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

思
想
に
よ
る
数
の
よ
う
で
あ
る
。

「
五
金
」
は
五
行
説
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
成
立
し
た
語
の
よ
う
で
あ
る
。『
説
文

解
字
』
に
「
金
…
西
方
之
行
」
と
あ
り
、
段
玉
栽
の
注
に
「
以
二
五
行
一
言
レ
之
」

と
あ
り
、『
格
物
入
門
』
の
「
化
学
総
論
」
の
中
に
煉
丹
術
と
五
行
と
の
関
係
が

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

問
、
其
法
何
以
異
也
。

答
、�
古
之
煉
丹
、
択
レ
地
設
レ
鑪
、
以
占
二
山
嶽
之
精
秀
一
、
按
レ
時
煉
レ
火
、

以
邀む
か
え二
星
宿
之
霊
感
一
、
而
其
採
薬
配
材
、
恒
以
二
五
行
一
列
レ
之
。
即
使

下
服
二
月
芒
一
、
餐
中
朝
霞
上
、
未
三
曾
得
二
其
元
精
一
也
。
至
二
今
之
化
学
一
、

則
自
レ
求
二
原
質
一
為
レ
始
。
既
煉
而
得
二
各
種
之
原
行
一
、
知
二
其
交
感
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性
情
一
。
或
合
而
生
レ
新
、
或
分
而
還
レ
原も
と

。
皆
有
レ
物
有
レ
則
、
理
為
二

昭
然
一
。

ま
た
、
佐
藤
信
淵
の
『
経
済
要
論
』（
成
立
年
不
明
）
に
も
、

金
を
黄
金
と
称
し
、
銀
を
白
金
、
銅
を
赤
金
、
鉛
を
青
金
、
鉄
を
黒
金
と
称

し
て
、
こ
れ
を
五
金
と
号
す
。
古
来
此
五
金
を
以
て
、
此
れ
を
五
行
に
配
当

し
、
甚
だ
迂
闊
な
る
長
談
義
あ
り
。
然
れ
ど
も
其
説
を
審
か
に
す
る
に
、
畢

竟
皆
牽
合
附
会
の
根
柢
な
き
愚
癡
盲
昧
の
最
た
る
説
な
り
。
卿
等
必
ず
此
れ

に
惑
ふ
こ
と
勿
れ
。

と
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
七
金
」
は
七
曜
（
日
月
五
星
）
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
前
掲
の
『
厚
生
新
編
』
六
十
二
冊
目
「
雑
録
」
の
「
礦
」
の
項
に
、

或
人
の
称
す
る
七
種
の
金
は
六
種
の
金
に
水
銀
を
加
ふ
る
者
な
り
。
是
に
因

て
毎
金
に
七
曜
の
名
を
配
せ
り
。〈
按
ず
る
に
古
来
水
銀
を
水
星
に
配
せ
り
〉

即
チ
金
を
日
曜
と
し
銀
を
月
曜
と
し
、
銅
を
金
曜
と
し
、
鉄
を
火
曜
と
し
、

錫
を
木
曜
と
し
、
鉛
を
土
曜
と
す
。

と
あ
り
、
続
稿
・
十
四
巻
の
「
発
掘
坑
産
品
族
」
の
項
（
大
槻
玄
沢
・
宇
田
川
玄

真
訳
）
に
も
同
文
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
五
金
」「
七
金
」
と
い
う
語
は
化
学
と
は
無
関
係
な
も
の
で

あ
る
が
、
古
代
の
思
想
が
近
代
化
学
の
世
界
に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と

し
て
興
味
深
く
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注①　

�『
広
辞
苑
』（
第
六
版
・
岩
波
書
店2008

年
刊
）

②　

�

重
山
文
庫
所
蔵
本
（
新
村
出
旧
蔵
）
に
よ
る
。
宗
田
一
著
『
渡
来
薬
の
文
化
誌
』（
八

坂
書
房
、
平
成
五
年
〔1993

〕
刊
）「
資
料
紹
介
と
解
説
」
の
翻
刻
を
参
考
に
し
た
。

③　

�

静
岡
県
立
中
央
図
書
館
所
蔵
本
。
引
用
は
恒
和
出
版1978

刊
の
第
④
冊
のpp.384-5.

④　

�

斎
藤
氏
は
『
化
学
新
書
』
の
成
立
を
慶
応
三
年
〔1867

〕
と
し
て
い
る
が
、
本
稿
で

は
文
久
元
年
〔1861

〕
説
を
採
る
。

⑤　

�『
近
世
歴
史
資
料
集
成　

第
Ⅴ
期
第
Ⅺ
巻　

日
本
科
学
技
術
古
典
籍
資
料　

薬
学
篇
』

（
科
学
書
院2009

年
刊
）
に
よ
る
。

⑥　

�

注
⑤
に
同
じ

⑦　

�

滋
賀
医
科
大
学
附
属
図
書
館
河
村
文
庫
本
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
る
。

⑧　

�『
江
戸
科
学
古
典
叢
書
24
』（
恒
和
出
版1980

刊
）に
よ
る
。
現
代
語
訳
は
矢
部
一
郎『
植

学
啓
原
＝
宇
田
川
榕
菴　

復
刻
と
訳
注
』（
講
談
社1980

刊
）。

⑨　

�

宇
田
川
榕
菴
は
ラ
ヴ
ォ
ア
ゼ
ェ
（1743-94

）
の
学
説
に
基
づ
い
て
化
学
を
紹
介
し
て

い
る
が
、
近
代
化
学
の
先
駆
者
の
一
人
で
あ
る
ボ
イ
ル
（1627-91

）
の
次
の
考
え
方

に
よ
っ
て
近
代
の
元
素
論
が
始
ま
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
大
沼
正
則
訳

『
懐
疑
的
な
化
学
者
』、
河
出
書
房
新
社
『
世
界
大
思
想
全
集
32
』「
社
会
・
宗
教
・
科

学
思
想
」1963

刊p.146

）。

と
こ
ろ
で
誤
り
を
避
け
る
た
め
に
、
私
が
元
素
と
い
う
名
の
も
の
に
ど
ん
な
こ

と
を
い
っ
て
い
る
の
か
を
お
伝
え
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
化

学
派
の
い
う
原
質
の
い
み
と
同
じ
よ
う
に
、
元
素
を
あ
る
原
初
的
な
単
一
の
す

な
わ
ち
ま
っ
た
く
混
合
し
て
い
な
い
物
体
を
い
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
何

か
ほ
か
の
物
体
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
完
全
に
混
合
物
と
い
わ
れ

る
も
の
を
直
接
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
成
分
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
混
合
物
体
は
窮

極
的
に
来
そ
の
成
分
へ
と
分
解
す
る
の
で
す
。

⑩　

�『
舎
密
開
宗
』
の
「
序
例
」
に
は
「
元
素
ハ
元
行
ナ
リ
〈
高
一
志
格
致
書
曰
、
行
者
純

体
也
。
乃
所
レ
分
不
レ
成
二
他
品
之
物
一
、
惟
能
生
二　

成
雑
物
之
諸
品
一
也
。
所
レ
純
体
物

何
也
。
謂
三
一
性
質
之
体
、
無
二
他
行
之
雑
一
也
〉」
と
あ
る
。

⑪　

�

島
尾
永
康
「“
日
本
の
近
代
化
学
の
あ
け
ぼ
の
1
”
命
名
法
の
確
立
と
化
学
の
あ
け
ぼ

の
」（『
化
学
と
工
業
」
29
－
2 1976

発
行
）
フ
ロ
ギ
ス
ト
ン
と
は
燃
焼
を
説
明
す
る

た
め
の
仮
想
上
の
物
質
、
燃
素
の
こ
と
で
あ
る
。

⑫　

�

た
だ
し
「
金
属
」
と
い
う
字
並
び
は
『
説
文
解
字
』
に
「
金
…
凡
金
之
属
皆
从
金
」「
鑗

金
属
也
」
と
見
え
る
。

⑬　
�

ち
な
み
に
こ
の
書
で
は
以
下
の
三
十
七
種
の
「
金
属
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

白
金
・
黄
金
・
銀
・
水
銀
・
銅
・
鉄
・
鉛
・
錫
・
亜
鉛
・
蒼
鉛
（
ビ
ス
マ
ス
）・
ア

ン
チ
モ
ニ
ー
・
コ
バ
ル
ト
・
ニ
ケ
ル
・
マ
ン
ガ
ー
ン
・
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
・
チ
タ
ン
ニ
ウ

ム
・
テ
ル
リ
ュ
ウ
ム
・
ウ
ォ
ル
フ
ラ
ム
（
タ
ン
グ
ス
テ
ン
？
）・
モ
レ
ブ
タ
ー
ニ
ユ
ム

（
モ
リ
ブ
デ
ン
）・
砒
（
ヒ
素
）・
ス
ロ
ミ
ウ
ム
（
ク
ロ
ム
）・
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
・
ロ

ヂ
ウ
ム
（
リ
チ
ウ
ム
？
）・
パ
ル
ラ
ヂ
ウ
ム
・
カ
ド
ミ
ウ
ム
・
ポ
ツ
ト
ア
シ
ウ
ム
（
カ

リ
ウ
ム
）・
ソ
ー
ヂ
ウ
ム
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）・
カ
ル
キ
ウ
ム
（
カ
ル
シ
ウ
ム
）・
バ
レ
イ
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ム
（
バ
リ
ウ
ム
）・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・
ミ
ュ
ニ
ニ
ウ
ム
（
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
）（
ベ
リ
リ

ユ
ム
？
）・
シ
ル
コ
ン
ニ
ウ
ム
（
ヂ
ル
コ
ン
）・
イ
ー
ト
リ
ウ
ム
・
タ
ン
タ
リ
ウ
ム
・

オ
ス
ト
ミ
ウ
ム
・
イ
リ
ジ
ウ
ム
。


